
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項

前
条
第
二
項
第
二
号

第
六
十
四
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号

第
四
十
条
第
二
項

第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま

で

第
六
十
四
条
の
十
三
第
一
項
、
第
六

十
四
条
の
十
四
及
び
第
六
十
四
条
の

十
五

第
四
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書

第
三
十
七
条
各
号

第
六
十
四
条
の
十
四
各
号

第
四
十
三
条

適
合
性
判
定
員

第
六
十
四
条
の
十
六
の
認
証
員

第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま

で
、
第
四
十
七
条
、第
四
十
九
条
、

第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条

第
一
項
及
び
第
二
項

判
定
の
業
務

認
証
の
業
務

第
四
十
五
条

判
定
業
務
規
程

認
証
業
務
規
程

第
四
十
八
条

第
三
十
八
条
第
一
項
各
号

第
六
十
四
条
の
十
五
第
一
項
各
号

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
５

主
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
指
示
に
係
る
措
置
を

と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
示
を
受
け
た
者
が
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
引
き
続
き
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
示
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

主
務
大
臣
は
、
前
三
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
建
築
材
料
等
製
造
等
事
業
者
に
対
し
、
そ
の

表
示
に
関
し
報
告
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
建
築
材
料
等
製
造
等
事
業
者
の
事
務
所
、
工
場
若
し
く
は
倉
庫
に
立

ち
入
り
、
当
該
表
示
を
し
て
い
る
建
築
材
料
等
若
し
く
は
そ
の
広
告
等
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

７

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

第
七
章

建
築
物
環
境
性
能
の
認
証

（
建
築
物
環
境
性
能
の
認
証
の
申
請
）

第
六
十
四
条
の
十

建
築
主
等
は
、
第
六
十
四
条
の
十
三
か
ら
第
六
十
四
条
の
十
五
ま
で
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
建
築
物
環
境
性
能
認
証
機
関
」
と
い
う
。）に
対
し
、
建
築

物
環
境
性
能
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
又
は
設
計
時
建
築
物
通
算
炭
素
排
出
量
評
価
若
し
く
は
建
設
さ
れ

た
建
築
物
に
つ
い
て
行
う
建
築
物
通
算
炭
素
排
出
量
評
価
に
お
い
て
評
価
さ
れ
た
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
の
程
度
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
認
証
（
以
下
「
認
証
」
と
い
う
。）を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

認
証
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
設
計
を
行
っ
た
建
築
士
又
は
建
築

工
事
を
請
け
負
っ
た
建
設
業
者
に
対
し
、
認
証
の
申
請
に
必
要
な
当
該
建
築
物
の
建
築
物
環
境
性
能
に
係
る
情
報
の

提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

認
証
の
申
請
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

（
認
証
書
の
交
付
）

第
六
十
四
条
の
十
一

登
録
建
築
物
環
境
性
能
認
証
機
関
は
、
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
建
築
物
環
境

性
能
に
つ
い
て
、
建
築
物
通
算
炭
素
排
出
量
評
価
指
針
及
び
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
認
証
の
基
準
に
従
っ
て
認
証

を
行
っ
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
標
章
を
付
し
た
認
証
書

（
次
条
に
お
い
て
「
建
築
物
環
境
性
能
認
証
書
」
と
い
う
。）を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
標
章
の
表
示
等
）

第
六
十
四
条
の
十
二

建
築
物
環
境
性
能
認
証
書
の
交
付
を
受
け
た
建
築
主
等
は
、
認
証
を
受
け
た
建
築
物
若
し
く
は

そ
の
敷
地
、
売
買
契
約
に
係
る
契
約
書
若
し
く
は
こ
れ
に
添
付
す
る
書
類
又
は
そ
の
利
用
に
関
す
る
広
告
そ
の
他
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
建
築
物
等
」
と
い
う
。）に
そ
の
建
築
物
環
境
性
能
認
証
書
に
係

る
標
章
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

何
人
も
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
建
築
物
等
に
建
築
物
環
境
性
能
認
証
書
に
係
る
標
章
又
は
こ

れ
と
紛
ら
わ
し
い
標
章
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六
十
四
条
の
十
三
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
又
は
第
五
十
七
条
第
二
項
」
を
「
、
第
五
十
七
条
第
二
項
又
は
第
六
十
四
条
の
十
八
第
二
項
」
に
、「
又
は
評

価
の
業
務
」
を
「
、
評
価
の
業
務
又
は
認
証
の
業
務
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第
三
項
又
は
第
二
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四

項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
六
十
四
条
の
九
第
五
項
」

に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
第
四
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
二

十
二
条
の
二
第
九
項
、
第
二
十
三
条
第
六
項
、
第
二
十
五
条
の
二
第
九
項
、
第
二
十
六
条
第
六
項
、
第
二
十
八
条
第
四

項
若
し
く
は
第
六
十
四
条
の
九
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六
十

四
条
の
十
三
第
二
項
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
違
反

し
て
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

三

第
二
十
二
条
の
四
又
は
第
二
十
五
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
て
提
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
。

四

第
二
十
二
条
の
五
又
は
第
二
十
五
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
を
せ
ず
、又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

第
七
十
三
条
各
号
中
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六
十
四
条
の
十
三
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
六
十
四
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
標
章
を
付
し
た
と
き
。

第
七
十
六
条
各
号
中
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六
十
四
条
の
十
三
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
六
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
工
事

に
着
手
し
た
者

第
九
章
を
第
十
章
と
す
る
。

第
八
章
中
第
六
十
五
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
六
十
四
条
の
十
九

第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
と
す

る
。

２

第
六
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
国
土
交
通
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
と
す
る
。

３

第
六
十
四
条
の
九
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
国
土
交
通
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
と
す
る
。

４

第
六
十
四
条
の
九
第
一
項
及
び
第
八
項
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
前
項
に
定
め
る
主
務
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す

る
。

第
六
十
七
条
中
「
こ
の
法
律
に
」
を
「
こ
の
法
律
（
第
六
十
四
条
の
九
を
除
く
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
」

に
改
め
る
。

第
八
章
を
第
九
章
と
し
、
同
章
の
前
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
八
章

登
録
建
築
物
環
境
性
能
認
証
機
関

（
登
録
）

第
六
十
四
条
の
十
三

第
六
十
四
条
の
十
第
一
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
登
録
」
と
い
う
。）は
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
認
証
の
区
分
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
認
証
の
区

分
」
と
い
う
。）ご
と
に
認
証
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
四
十
条
の
規
定
は
登
録
に
つ
い
て
、
第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
一

条
並
び
に
第
四
十
三
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
登
録
建
築
物
環
境
性
能
認
証
機
関
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


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